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本
市
で
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
待
機
児
童
の
問
題
に
対
し
、
市
長

就
任
以
降
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん

だ
結
果
、
定
員
数
は
平
成
25
年
度
の

２
，
７
４
７
人
か
ら
平
成
28
年
度
に

は
３
，
２
３
４
人
へ
と
約
５
０
０
人

増
加
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
型
保
育
事
業
と
し
て
、

小
規
模
保
育
事
業
、
事
業
所
内
保
育
事

業
、
計
１
６
５
人
の
定
員
増
を
図
り
、

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
、
着
実
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
西
海
岸
開
発
に
つ
い
て
は
、
現
行
計

画
に
対
し
、
西
向
き
の
ビ
ー
チ
と
大
型

ク
ル
ー
ズ
船
バ
ー
ス
を
盛
り
込
ん
だ
見

直
し
案
を
「
浦
添
市
素
案
」
と
し
て
提

案
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
、
関
係
機
関

と
調
整
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
浦
添
市
に
と
り
ま
し
て

は
市
益
の
最
大
化
を
図
る
う
え
で
、
大

き
な
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き

た
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
将
来
、

そ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
我
が
浦
添
市
に

お
い
て
、
西
海
岸
エ
リ
ア
を
舞
台
と
し

た
「
国
際
的
観
光
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う

新
た
な
夢
が
広
が
る
も
の
と
期
待
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

み
　
ぞ
　
う

　
わ
が
国
は
、
未
曽
有
の
少
子
高
齢
化

社
会
に
直
面
し
、
２
０
０
８
年
を
境
に

人
口
減
少
社
会
へ
と
転
じ
て
い
ま
す
。

政
府
は
人
口
減
少
の
克
服
と
地
方
創
生

を
図
る
べ
く
、
地
方
に
お
い
て
「
し
ご

と
」が「
ひ
と
」を
呼
び
、「
ひ
と
」が「
し

ご
と
」
を
呼
び
込
む
と
い
う
好
循
環
を

確
立
さ
せ
、
併
せ
て
、
そ
の
好
循
環
を

支
え
る
「
ま
ち
」
に
活
力
を
取
り
戻
す

こ
と
で
、
国
は
２
０
６
０
年
を
目
標
に

人
口
１
億
人
を
維
持
す
る
社
会
を
目
指

す
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
本
市
の
人
口
は
、
依
然
と
し

て
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
そ
の
伸

び
率
は
年
々
減
少
傾
向
の
一
途
を
辿
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
齢
構
成
に
お
い

て
は
既
に
高
齢
社
会
を
迎
え
て
お
り
、

高
齢
化
は
確
実
に
進
行
し
て
い
く
も
の

と
推
測
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

を
踏
ま
え
る
と
、
人
口
減
少
問
題
は
、

本
市
に
お
い
て
も
近
い
将
来
、
現
実
的

に
起
こ
り
う
る
大
き
な
社
会
問
題
と
し

て
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
本
市
に
お
い
て
は
、
今
後
想

定
さ
れ
る
人
口
減
少
問
題
に
対
し
、
国

の
施
策
の
動
向
等
を
見
据
え
な
が
ら
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
定
的
に
し
ご
と
に

就
き
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
、

「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
持
続
的
に
発
展
可
能

な
地
域
社
会
を
目
指
す
こ
と
と
し
、
平

成
28
年
度
の
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、「
地
方
創
生
」
の
観
点
か
ら
「
ま
ち
」

「
ひ
と
」「
し
ご
と
」の
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
の
も
と
、
次
の
事
項
を
重
点
的
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

第
１
７
６
回
浦
添
市
議
会
定
例
会
が
２
月
23
日
か
ら
３
月
24
日
ま
で
開
会

さ
れ
ま
し
た
。

松
本
哲
治
市
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
と
、
一
期
目
の
最
終

年
度
と
な
る
平
成
28
年
度
へ
向
け
て
の
方
針
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て
、
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

施政方針とは、市政運営にあたり、市長が重要施策や
予算について３月議会の冒頭で表明するものです。

問い合わせ　企画課（内線2511）

　　　市民生活の安定および人口の増加を図るうえで、雇
用の場の拡充は極めて重要であることから、西海岸開発に
おいては、広大な牧港補給地区跡地と一体となった国際的
観光リゾート地の形成を図るべく、浦添市素案の基本的考
え方をもとに、引き続き浦添ふ頭地区の早期整備の実現に
向け取り組みます。また、第一ステージにおける開発を促
進し、雇用の拡大に取り組んでまいります。

Ⅱしごと

　　　西海岸開発とともに西部開発の将来の顔となる牧港
補給地区については、日米両政府に対し、引き続き早期一
括返還を強く求めていくとともに、速やかに跡地利用が図
られるよう公共用地の先行取得に着手してまいります。
　また、広域交通基幹軸となる沖縄都市モノレールの延長
整備については、県および那覇市との連携を密にし、平成
31年春の開業に向け、引き続き鋭意取り組んでまいります。
　モノレールと沖縄自動車道との結節点となる「てだこ浦
西駅」周辺については、分散型エネルギーシステムを導入し、
環境に配慮した「環境未来都市」型のまちづくりを目指し
て取り組んでまいります。
　併せて、新たに住宅を求める子育て世代が、市内に住み
続けることができるよう居住環境の整備に取り組んでまい
ります。

Ⅲまち

平
成
28
年
度
予
算

　
新
年
度
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
「
選

択
と
集
中
」
を
意
識
し
、
旺
盛
な
行
政

需
要
に
応
え
る
べ
く
編
成
い
た
し
ま
し

た
。

　　
社
会
情
勢
は
刻
々
と
変
化
し
て
お
り

ま
す
。
し
っ
か
り
と
地
に
足
を
つ
け
、

困
難
を
乗
り
越
え
、
力
強
く
前
進
し
て

い
き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
市
民
の
目
線
に
立
ち
、

行
政
と
議
会
が
建
設
的
な
議
論
を
重
ね

な
が
ら
一
丸
と
な
っ
て
諸
課
題
を
克
服

し
、
本
市
の
発
展
に
向
け
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。

施
政
方
針
全
文
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

平成28年度  施政方針

まち・ひと・しごと　
　魅力ある　てだこの都市・浦添市を目指して

特別会計
287億7,103万円 一般会計

473億200万円

企業会計
31億1,465万8千円

平成28年度予算

　　　高齢社会を迎えた今日、活力ある地域社会を築いていくた
めには、子育て世代の社会参加が欠かせないことから、認可保育
所や小規模保育事業等の重点的整備により待機児童を解消すると
ともに、幼稚園給食の導入など、子育て世代の負担軽減に積極的
に取り組んでまいります。
　また、「人材を以て資源と為す」という言葉のとおり、将来の
地域社会を担う子供たちの育成に力を入れて取り組んでまいりま
す。具体的には、ＩＣＴを活用した情報教育の充実と情報モラル
教育の徹底に努めてまいります。
　昨今の大きな社会問題となっている「子どもの貧困」に対しても、
子どもたちが、将来、社会人として自立し、負の連鎖を断ち切る
ことができるよう「子どもの貧困緊急対策事業」を実施いたします。
さらに、小学校１年生から中学校３年生までを対象に、所得制限
付で給食費を半額といたします。併せて、これまで日本一の長寿
県であった沖縄県が、今やその地位を失い、生活習慣病等による
短命化が進んでいることを受け、本市においても、男性の早世傾
向が顕著になっていることから、健康寿命の延伸に向けた取り組
みを推進してまいります。

Ⅰひと

もっ　　　　　　　　な

そうせい


